あ　と　が　き
　
昨年、七十歳にして松原市の生涯教育の一環としての「はじめてのパソコン」というのを受講したのです。少し打てるようになると嬉しくなって何か打って見たくなりました。

　三十年位前に書き留めておいた「私の戦争体験」（その一）と十年位前に書いた（その二）のセピア色した原稿を取り出してきて、少し手を加えながら一字一字雨垂れのような感じで長時間掛けて打ちました。
　広島や長崎などの生々しい戦争体験ではありませんが、かなり空襲被害を受けた大阪の中でも、比較的安全な所に住んでいたので、ほんの微々な戦争体験であったと思いますが、戦争と云う国家体制の渦の中で二十四時間恐怖を感じながら一生懸命生きた一少女の小さな眼で見た日常の戦争体験です。
　文中に出ている当時二歳の弟も今は六十五歳。定年閑居の身でパソコン初心者の私に、何かと拘わってくれて冊子に仕上げることが出来ました。

　この冊子を私と同年輩の人達に読んでもらって、昔を思い出し共感して頂ければ幸甚です。
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